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観測所 英雄橋 躍進橋 薩爾達万 四井田 天　山 平 均
（高度） （1920m）（2336m）（2200m）（2570m）（3560m）
1984 536．9 389．3 448．9 547．4 389．4 462．4
1985 365．7 283．7 276．1 383．6 293．4 320．5
ユ986 384．9 347．6 325．9 454．3 392．8 381．1































観測 所 高度（m）1月　2月　3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
英雄橋 1920一12．9 一11．7 一5．4 2．4 8．6 11．814．614．4 8．9 1．6 一6．5 一12．7
躍進橋 2336一12．5 一11．0 一5．2 1．6 6．6 9，4 11，911．9 7．1 1．7 一5．9 一12．2
薩爾達万 2200一11．9 一11．3 一5．8 1．5 6．7 9．8 11．711．1 6．6 1．0 一6．3 一11．8
四 井田 2570一12．0 一12．1 一7．2 一〇．5 4．9 7，9 10．810．6 5．1 一0．1 一7．2 一11．8
山 “ ‡ ＊ ‡天 3560一16．2 一15．7 一11．7 一5．7 一0．7 2．3 5．O 5．2 一0．4 一5．0 一1I．1 一15．3









































































































































































































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年
英雄橋 19，419．748．5105．ユ 158．3！53．O200，8218．3162．882．931．317．11218．9
躍進橋 16．427．869．110．7135．3135．145，8159．2131．478．432．314．O1062．2
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No．6 T00 8．0 0．O 8．O
No．7－3TD 3．0 3．0 3．0
No．7－4SMLT1．0 4．O 110
1月一3月 4月～9月10月～12月
T00 8．O O．O 8．0
No．7－1TD 2．0 4．O 2．0
SMLT1．0 4．O 1．O
1月～3月 4月一9月10月～12月
TOO 4．O O．O 4．O











試 算 HA1 HA2 A0 A1 A2 HB BO B1 HC C0 C1 D1
No．6 O 10 O．04O．010．03O OI04O．02O O．004O．O020．0002
No．7－1，7－2 O ！0 O．04O．01O．03O O．04O．03O O．O040．003O．0005
No．7－3 O ユO O，040．01O．03O O．04O．03O O．O040．003O．0005

























試　’算 TOOTC CR 試　算 TOOTC CR
No．8 O．O 1．0 0．6289No．9－7一1．4 1．8 O．6695
N0．9一ユ一0．2 1；1 O．6044No．9－8一1．6 2．O 1．0005
No．9－2一〇．4 L2 O．5852No．9－9一1．3 1．4 O，5227
No，9－3一〇．6 1．3 O．5674No．9－1一1．4 1．2 0．5802
No，9－4一〇、8 1．4 015203No．9－11一1151．O 0．6579
No．9－5一L0 1．5 O．5074No．9－1一1．1 1．8 O．6210

















































試　算 TCCR英雄橋 躍進橋 薩爾達万 四井田 天山
No．11－1O．3 一1．2 一〇．2 一1．2 一2．7 1．1 0．4916
No．11－2O．1 一1．4 一〇．4 一1．4 一2．9 1．2 O．5063
No．11－30．5 一1．O 0 一1．O 一2．5 1．O O，5385
































































































































試　算 T00（K） TC CR英雄橋 躍進橋 薩爾達万 四井田 天山
No．16－21．2 1．2 1．2 1．2 1．2 1．4 0．5601
No．16－31．4 ユ．4 1．4 1．4 ユ、4 1．3 O．5721
No．16－42．5 1．O 2．0 1．O 一〇．5 1．6 0．5352
No116－52．5 1．O 2．0 O．5 一1．5 1．5 O．5533
No．16－6O．5 一1．0 O．O 一1，5 一3．5 1．O O．5858
No．16－72．5 1．O 2．0 O，5 一1．5 1．7 O．4985


























T00（K）試　算 TCCR英雄橋 躍進橋 薩爾達万 四井田 天山
No．17－12．5 1．O 2．O 1．O 一0．2 1．2 O．4940
No．17－22．5 1．O 2．O ！、O 一〇．2 1．O O．5589
No．17－32．5 1．O 2．O ユ．O 一〇．2 1．4 0．4936
No．ユ7－42．5 1．O 2．O 1．O 一0．2 1．3 O．4880
No．17－53．O 1．5 2．5 1．5 O，3 1．3 O．4731
No．17－62．O O．5 1．5 O．5 一〇．7 1．3 O．4961
No．17－73．5 2．0 3．O 2．O 0．8 1．3 O．4821
No．17－84．0 215 3，5 2．5 ユ、3 1．3 O．4928
No．ユ7－93．O 1．5 2．5 ユ．5 0．3 1．25O．4833












































































1．20 1．25 1．30 1．35
A　V
O．005， O．O01 0．4833 0．4731 0．4999
0．O075，0．0015 O，4943 0．4767 O．4904
O．01， O．O02 O．5603 O．5395 O．4823 O．6465

















































































試　算 HA1HA2A0 A1 A2 HBB0 B1 HCC0 C1 D1 CR
0．2 O．2 O．2 0．04O．02 0．004O．002
No．20 15 40 0 O O．0010．5460
0．10240．1314O．1314 O．02550．02 O．0040．002
O．10O．04O．08 0．030．02 O．006O，004
No．21 5 5 0 0 0．001O，4686
0．1077O．03890．0707 0．03730．02 O．00530．0026
0．100．03O．07 O．040．02 O．0050．0025
No．22 0 10 O 0 O．0010．4648
O．1090．03O．07 O．0479O．02 0．005O．0025
0，100．030．07 O．040．02 0．0050．0025
No．23 3 8 0 0 0．0010．4906
O．1070．0358O．0607 0．04790．02 0．0046O．0023
0，050．010．03 0．040．02 0．0040．002
No，I7－5O 10 O O 0，0010．4495
0．05O．01O．03 O．04O．02 0．004O．002
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　不思議なことに，今回の試算No．21，No．22の結果を眺めると，ピーク後の減水の仕方の点で
は，今回の試算の方が，No．17－5よりよい形をしているのに，残念ながらハイドログラフが
合わないのである．このようなことは熱帯の河川でよくみられる．熱帯の雨は局地的シャワ
ーだから，流域内に数個の雨量計が設置されていても，たまたまいくつかの雨量計が大きな雨
を記録しても，流域全体としては，小さな雨であったとみえ，大して流量が出ない場合や，
その逆の場合が起こる、したがって，実測と計算のハイドログラフは，至る所で合わないの
である．しかし，定性的にはピーク後の減水の形を合わせ，定量的には各月の合計流量を合
わせることで，モデルを探し求めることができる．こういう流域に対する，自動化修正ブロ
グラムとして，流況曲線比較法が生まれたのであった．面白いことに，今回の試算でも，流
況曲線で比較すれば，今回のモデルの方がNo．17－5よりすぐれていることを，表28が示し
ている．
表28　　試算No．17－5（再計算），No．21，No．22が与えた評価値
Tab1e28　Criteria　va1ues　given　in　trials　No．17－5（revised〕，No．21and　No．22
ハイドログラフに対する評価 流況曲線に対する評価
試　算 CRMSEQ　MSELQ　CRHYMSEDCMSELDC　CRDC
No．17－50．2658　　　　0．2426　　　　0．25610．2337　　　　　0．1531　　　　　0．1934O．4495
No，21 O．3397　　　　0．2674　　　　0．3036O．1969　　　　　0．ユ331　　　　　0．16500．4686
No．22 0．3651　　　　0．2564　　　　0．3107O．1833　　　　　0．1248　　　　　0．ユ5400． 648
　ここにM　S　E　Qは流量の平均2乗誤差（算出流量と実測流量の差の2乗の平均の平方根）
を実測流量の平均で割ったもの，M　S　E　L　Qは流量の自然対数の平均2乗誤差で，C　R　H　Y
は両者の平均である．このC　R　H　Yをハイドログラフに対する評価とする．M　S　E　D　C，
M　S　E　L　D　Cは，同様のものを流況曲線に対して計算したもので，両者の平均C　R　D　Cを流況
曲線に対する評価とする．評価値C　RはC　RHYとC　RDCの和である．
　ハイドログラフの近似のよさと，流況曲線の近似のよさと，どちらが大切であるかは，目
的，車場によって異なり，何とも言えない．C　R＝C　R　H　Y＋C　R　D　Cを評価に用いている
のは一応の便宜にすぎない．
　図15は試算No．22で得られたモデルによって算出された流量を示している．ハイドログラフ
の減水の仕方は実測と似ているが，ハイドログラフそのものは，合っていない．
　流況曲線がよく合っていても，ハイドログラフが合っていないのは，熱帯のような，局地
的シャワーが降る流域について起こることであるが，この烏魯木斉流域の雨が局地的シャワ
ーであるとは考えられない．雨量資料を眺めると，5地点ほぼ同時に，ほぼ同程度の雨が降
っていることが多いからである．それであるのにハイドログラフを合わせにくい（ハイドロ
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図15　モデルNo．22により計算された日流量
Fig．15　Daily　hydrograph　derived　by　the　model　No．22
グラフの減水の仕方を合わせると，量的に合わなくなり，ハイドログラフを量的に合わせる
と，算出ハイドログラフの減水がゆるやかになりすぎる）のは，谷底に降る雨と，山腹に降
る雨の違いによるものではあるまいか．あるときは谷底で大雨が降りながら，山腹ではあま
り降らず，あるときはその逆のことが起こるのではあるまいか．山腹に降る雨を実測するこ
とは，現実的にはきわめて困難であるから，上のことの実証はむずかしいが，可能性として
述べて置きたい．
（1988年8月30日　原稿受理）
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